
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社  

NACCS業務講習会資料 
（平成28年度 保税事務講習） 



〓目次〓 

1 

輸出貨物業務  

輸出業務フロー（輸出混載貨物） 

輸出貨物搬入確認登録 

搬入情報訂正 

搬出確認登録（EXA業務） 

搬出確認登録（EXM業務） 

搬出確認取消（EXC業務） 

  

管理資料保存サービス  

保税管理資料保存サービス 

輸入貨物業務  

輸入業務フロー（関空での輸入混載貨物） 

輸入貨物の搬出入 

貨物確認情報登録 

混載貨物確認情報登録 

突合処理（HAWB） 

搬出入確認登録 

保税運送申告（一括）（GOL業務） 

輸出入貨物取扱・照会業務等一覧 

貨物取扱・照会業務等一覧 

管理資料の取得・再取得  

管理統計資料の取出し 

管理統計資料の再取出し 

 

第6次NACCSに関するお知らせ  

海上システムにおける航空貨物の取扱いの廃止（概要） 

見直し対象となる現行の運用（航空輸出業務） 

その他の変更点 

NACCS掲示板の活用 

NACCS掲示板の活用 



輸出業務について 

 

 

2 



BIL/BII 
搬入確認登録 

輸出業務フロー（輸出混載貨物） 

3 

出荷→空港搬入 搬入→ULD等積み付け→搬出 搬入（航空会社引渡し）→搭載 

保
税
蔵
置
場 

通
関
業
者 

HDF 
混載仕立情報登録 

代
理
店 

通関 / 混載仕立 

航
空
会
社 

FLI 
搭載便割当 
情報登録 

EAC 
輸出許可内容 
変更申請 

CDB 
輸出貨物 
情報登録 搬入伝票 

EDA 
輸出申告 
事項登録 

EXA/EXM 
搬出確認登録 

LDR 

輸出許可内容 
変更通知書 

搭載確認 
通知 

CLA / CLB 
搭載完了登録 

BIL/BII 
搬入確認登録 

ULA 
積付結果登録 

混
載
業
者 

EDC 
輸出申告 輸出許可 

通知書 

 
許可貨物 
情報 

 



輸出貨物搬入確認登録について 

■  一括搬入確認登録 
- 搬入伝票（またはLDR）単位に搬入確認を行います。 

- BIL業務により搬入伝票（またはLDR）に登録されている貨物情報を 

   呼び出した上、BIL01業務により実施します。 
 

■  BIL業務の入力項目 

BIL01業務へ 
※簡易処理「Ｙ」以外の場合 
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簡易処理表示に「Y」フラグを立てると、 
BIL01を展開せずに、搬入処理が可能となります。 

（１）情報呼出しは、「ブランク」 
（2）輸出貨物情報の呼出しを行わずに搬入を行う場合は、     
     「Ｙ」（簡易処理）または「O」（時間外搬入簡易処理）を入力 
（3）簡易処理または「O」がエラーとなった場合は、発生した   
    エラー原因の除去後、処理対象外となった貨物から再度簡易 
   処理を行う時に、「Ｆ」（強制処理）を入力 
（4）搬入識別が「Ｐ」、「Ｒ」の場合は、入力不可 

（1）情報呼出しは、「ブランク」 
（2）搬入すべき貨物をすべて保留する場合は、 
     「Ｐ」（搬入保留）を入力 
（3）簡易処理または「O」がエラーとなった場合に、 
      簡易処理を使用せずに搬入処理を行う時には、 
     「Ｒ」（リカバリ処理）を入力 
（4）簡易処理表示が「Ｙ」、「Ｆ」の場合は、入力不可 

搬入 



■ BIL01業務の入力項目について 

 

 

スペース：搬入確認 
Ｘ：一括搬入処理対象外 
Ｐ：搬入保留 
＊：搬入不能（処理対象外） 

貨物種別が「Ｒ」、「Ｔ」、「Ｏ」の場合は保税運送承
認番号または輸出許可番号を入力 
Ｒ：未通関積戻し貨物 
Ｔ：システム外許可済貨物 
Ｏ：システム外許可済積戻し貨物 

搬入 一括搬入処理の対象外とした貨物について搬入確認を行う場合、個別搬入 
確認（BII01業務）を行ないます。詳細は、掲示板掲載のAir-NACCS「NACCS 
業務講習会資料【輸出保税】」をご覧下さい。 

輸出貨物搬入確認登録について 
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輸出貨物搬入確認登録について 

■  個別搬入確認登録 (BII業務) 
-  保税蔵置場への搬入確認を個別に行います。 

-  輸出貨物情報の登録がない場合、本業務により貨物情報の作成を
行います。 

- BII業務により登録済み※の貨物情報を呼び出した上、BII01業務に
より実施します。 

   ※貨物情報の登録がない場合、単にBII01画面が展開します。 

 

 

BII01業務へ 

■ BII業務の入力項目 
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Sea-NACCSからの貨物を移送する場合の具体的な流れについては、掲示板掲載の 
Air-NACCS 「NACCS業務講習会資料【輸出保税】」をご参照ください。 

伝票種別に該当する搬入伝票番号または
LDR番号を入力 
※伝票種別に「Ｓ」が入力された場合は、
入力不可 

スペース：マニュアルの搬入伝票 
Ｄ：輸出貨物情報ＤＢに登録されている搬入伝票 
Ｌ：輸出貨物情報ＤＢに登録されているLDR 
Ｓ：Sea-NACCSからの貨物情報移送 



搬入情報訂正について 

■ AIB01業務の入力項目 

 

 

訂正 

輸出申告訂正を必要とする搬入個数の訂正を行った場合、AWB番号に 
枝番が払い出されます。 
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搬入個数 
訂正する搬入個数を入力 
※搬入確認した個数より少ない個数への変更であること 

上段には訂正前の情報が表示されています。 

搬入個数訂正識別 
搬入個数の訂正の場合は入力 
Ｙ：輸出申告訂正要 
Ｎ：輸出申告訂正否 

※システムによる通関手続きが行われている場合は、
「Ｙ」を入力 



搬出確認登録（EXA業務）について 

■  搬出確認登録（AWB・HAWB単位） 
- 入力されたAWB番号単位に搬出登録を行います。 

- EXA業務により登録されている貨物情報を呼び出した上、 

   EXA01業務により実施します。 

 

 

EXA01業務へ 

■  EXA業務の入力項目 
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保税地域コードを入力 ＩＡＴＡ空港コードを入力 
※所属する空港との関連がシステムに設定 
されている場合は、入力省略可能 

搬出区分※ 



搬出確認登録(EXM業務)について 

■  搬出確認登録（MAWB単位） 
-  MAWB番号に関連付けられたHAWBについて、MAWB番号単位に搬出
登録を行います。 

-  EXM業務によりMAWB番号に関連付けされている貨物情報を呼び出し
た上、EXM01業務により実施します。 

   ※ULDへ積み付けされている貨物は除く。 

 

EXM01業務へ 

■  EXM業務の入力項目 
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ジョイント混載貨物をジョイント業者ごとに 
搬出する場合は、混載業を入力 



搬出確認登録(EXM業務)について 

■  EXM01業務の入力項目 
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搬出 

本業務でMAWBに係る貨物をすべて搬出した場合は、入力者及び搬出先 
（出力する旨が登録されている航空会社）に対して、LDR情報を出力します。 

搬出先が航空会社の場合、ＭＡＷＢ番号に登録 
されている航空会社と同一であること。 

スペース：通常搬出 
Ｊ：自社運送 
２：トランスファー（他航空会社への移動） 

Ｘ：搬出確認の処理対象外とする場合に入力 
Ｅ：搬出処理終了（入力した欄までを処理対象とする） 



搬出確認の取消（EXC業務）について 

■搬出確認取消 
- LDR番号に関連付けされたAWBについて、搬出した旨を 

  取り消します。 

※MAWB単位に搬出している場合、MAWBの搬出も取り消されます。 

※ULD単位に搬出している場合、ULDの搬出も取り消されます。 

 

■EXC業務の入力項目 

EXC01業務へ 
※簡易処理「Ｙ」以外の場合 

搬出 

簡易処理「Ｙ」は、ULD単位に搬出した場合のみ実施可能です。 
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スペース：個別取消し 
Ｘ：一括取消し 
Ｕ：訂正 
Ｙ：簡易処理 

取消しを行う対象のＬＤＲ番号を入力 



輸入業務について 
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IDC 
輸入申告 

輸入業務フロー（関空での輸入混載貨物） 
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出港→入港 取卸→混載仕分→搬出 保税運送貨物の搬入 

保
税
蔵
置
場 

ACH 
AWB情報 
登録 

PKG 
貨物確認 
情報登録 

OUT 
搬出確認 
登録 

BIN 
搬入確認 
登録 

航
空
会
社 

通関または保税運送 

HPK 
混載貨物 

確認情報登録 

ADM 
積荷目録 
事前報告 

OLT 
保税運送 
申告 

HCH 
HAWB情報 
登録 

混
載
業 

通
関
業
者 

許可承認 
通知 

保税運送 
承認通知 

RSV 
搬出依頼 
情報登録 

許可承認 
貨物情報 

保税運送 
承認貨物 



 
 
 

 
 
 

蔵置場Ａ 蔵置場Ｂ 

輸入貨物の搬出入について 

■  輸入貨物搬出入業務 
-  保税蔵置場への搬入及び搬出した旨を登録します。 

-  OUT：保税蔵置場から搬出された旨登録します。 

-  BIN ：システム内保税蔵置場から保税運送された貨物が搬入された旨     

      登録します。 

- OIN ：システム対象外保税蔵置場から保税運送された貨物が搬入された 

      旨登録します。 
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保
税
蔵
置
場 

通
関
業
者 

IDC 
輸入申告 

 

OLT 
保税運送 
申告 許可・承認 

通知 
保税運送 
承認通知 

OUT 
搬出確認 
登録 OIN 

搬入確認登録 
（システム外運送） 

OUT 
搬出確認 
登録 

搬出入 

BIN 
搬入確認登録 

（システム内運送） 

保税運送 
承認書 
（ﾏﾆｭｱﾙ） 



■  PKG業務の入力項目 

 

 

輸入申告の予備申告（Ｚ申告）、または保税運送申告自動起動（UDA01業務 
でのULDインタクト貨物対象）が登録されている場合、本業務の入力により 
輸入申告の本申告または保税運送申告が自動起動します。 

貨物確認情報登録について 
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PKG 

ULD収容 
ULD貨物でのPKG登録の場合、

ACH登録を行った到着空港
コードを入力 

ULD表示 
（１）UDA業務で仕分けたULD 
インタクト貨物の場合は、 
「Ｉ」を入力 

（２）UDA業務で仕分けたバラ 
貨物の場合は、「Ｌ」を入力 

（３）ULDの場合は、「K」を入力 

事故コードを入力 
（１）複数の事故がある場合は、代表とするものを入力 
（２）税関届出を必要とする事故は、先頭１桁目に「Ｚ」を
入力 

（３）税関届出を必要としない民間の事故は、入力自由 
（４）ＵＬＤまたはＵＬＤインタクト貨物の場合は、入力不可 



混載貨物確認情報登録について 

■   HPK業務の入力内容 
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■  混載貨物確認情報登録業務 
-  保税蔵置場は、混載仕分けの結果（個数・事故の有無等）をMAWB
単位にHPK業務にて登録。 

- スプリット到着の場合、HPK業務は到着便毎に登録する。 

 
 

HAWB番号での確認個数を必須入力 

HAWB番号を入力 
※入力内容を無効にする場合は先頭３桁に「ＸＸＸ」
を入力する。 

※MAWBにかかる全ＨＡＷＢ情報を入力した場合、
「END」を入力 



HPK＝2個 

突合状態 NACCSの登録状態 訂正内容 

突
合 

SPLIT ＨＡＷＢ情報登録業務の総個数よりＨＰＫ業務またはＣＨＰ業務の確認
個数の合計が少ない場合 

個数の増数 
（CAI業務による） 

※後続便がある場
合は訂正不要 

不
突
合 

WGT 
（重量不突合） 

ＨＡＷＢ情報登録業務の総重量よりＨＰＫ業務またはＣＨＰ業務の確認
重量の合計が多い場合 

 

重量の訂正 
（CAI業務による） 

OVER ＨＡＷＢ情報登録業務の総個数よりＨＰＫ業務またはＣＨＰ業務の確認
個数の合計が多い場合 

 

個数の減数 
（CAI業務による） 

 

未
突
合 

MSAW ＨＡＷＢ情報登録業務が行われていない場合  

削除 
（CHP業務による） 

MSCA ＨＰＫ業務が行われていない場合  

追加登録 
（CHP業務による） 

HCH＝3個 

HCH＝1個 HPK＝2個 

HCH＝50KG 

HCH＝1個 HPK＝ X 

突合処理について (HAWB) 

HPK＝60KG 

HPK＝2個 HCH＝   X 
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注１：保税業者での訂正の意          
(調査結果によっては混載業で訂正） 



搬出入確認登録について 

■  搬出確認登録業務 
-  保税蔵置場から搬出した旨を登録します。 

-  搬出の取消は本業務により行います。 

 

 

18 

（１)時間外の場合：Ｏ（オー） 
（２）深夜割増料金の追加対象：N 

■ OUT業務の入力内容 

１またはスペース：ＣＲＥＤＩＴ     
２：ＣＡＳＨ     
３：ＦＲＥＥ 
 

①  ③ ② 

システムで蔵置料計算採用の蔵置場では      
①③は必須、②④は任意入力 

※蔵置料計算を行わない場合は、入力不要 

COPY 

参考： 便利機能   
必須箇所を空白にした場合、上位欄の「J1FB3」を 
自動コピー 

④ 

搬出の取消しを行う場合は、「Ｘ」を入力 



保税運送申告（一括）（GOL）業務 

 保税運送申告（一括）について 
 到着空港から一括して到着便単位に保税運送申告、包括保税運送承認に
係る個別運送情報の登録または特定保税運送の登録を行います。 

 仮陸揚貨物に対する保税運送申告、包括保税運送承認に係る個別運送情
報の登録または特定保運送の登録も可能です。 

国内航空機・トラック等の運送 

他

空

港

向

の

運

送 

ACH 

BIN 

GOL 
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PKG 

PKG 

ACH実施時に 
ULD表示欄：U 
T：他空港向一括保税運送 

ACH実施時に 
ULD表示欄：△スペース 
T：他空港向一括保税運送 

ULD単位で他空港へ運送の場合 

貨物単位で他空港へ運送の場合 

次空港蔵置場にて
PKGを実施 

次空港蔵置場にて
BINを実施 ACH 

GOL 

※搬出兼用業務 

  到着空港   到着空港 
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AHN  貨物取扱登録（内容点検） 
輸
出 

関税法第40条第1項に定める「内容点検」「その他の手入れ」を行う場合に登

録する。 

AHS  貨物取扱登録（改装・仕分け） 
輸
出 

関税法第40条第1項に定める「改装」「仕分け」を行う場合に登録する。また、

ラベルチェンジを行うときに登録する。 

AHT  貨物取扱登録（仕合せ） 
輸
出 

輸出貨物（含積戻貨物）について、「仕合せ」を行う場合に登録する。 

AHC  貨物取扱取消 
輸
出 

AHS・AHTの取扱届の取消。CCHが行われるまで可能。 

CCH  輸出貨物取扱確認登録 
輸
出 

AHS・AHTの取扱届ついて、取扱が終了した旨を登録する。 

CHN  貨物取扱登録（内容点検） 
輸
入 

関税法第40条第1項に定める「内容点検」「その他の手入れ」を行う場合に登
録する。 

CHS  貨物取扱登録（改装・仕分け） 
輸
入 

関税法第40条第1項に定める「改装・仕分」または「情報仕分」を行う場合に登
録する。 

CHC  貨物取扱取消 
輸
入 

CHN業務の取扱に関する情報の取消。 

CFS  貨物取扱確認登録 
輸
入 

ＣＨＳで登録された仕分指示に対し、貨物の仕分けが終了した旨を登録する。 

CHT  貨物取扱登録（特殊貨物） 
輸
入 

動物のえさの供給、ドライアイスの追加等の取り扱い、蔵置料金管理を行う場
合、登録を行う。 

MMA  見本持出許可申請 
共
通 

関税法第32条に定める見本の一時持出許可申請を行うが、通関・保税どちら

でも登録は可能。 

MMO  見本持出確認登録 
共
通 

見本持出許可に伴い、倉主が実際に持ち出した旨を登録する業務。⇒管理
資料に反映箇所あり 

 輸出入貨物取扱・照会業務等一覧 
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AIB 搬入情報訂正 
輸
出 

搬入された輸出貨物情報の訂正を行う。 

CAI 輸入貨物情報変更登録 
輸
入 

突合済の輸入貨物情報の変更を行う。 

IGS  輸出貨物情報照会 
輸
出 

輸出貨物について、個数、重量、仕向地等の主要項目、並びに通関状況、
保税蔵置場への搬出入状況、ＵＬＤへの積付け状況及び搭載状況等を照
会する。 

IWH  保税蔵置場在庫状況照会 
輸
出 

保税蔵置場に蔵置されている輸出貨物情報について在庫状況を照会する。  

IFT  輸出便情報照会 
輸
出 

搭載便に割り当てられているULD情報、輸出貨物情報及び搭載、未搭載
の状況等を照会する。 

IMA  混載貨物仕立状況照会 
輸
出 

「混載仕立情報登録（ＨＤＦ０１）」業務で登録したＭＡＷＢ番号を入力する
ことによりＭＡＷＢ及びＨＡＷＢの情報を照会する。  

IAW  輸入貨物情報照会 
輸
入 

輸入貨物について、個数、重量、仕向地等の主要項目、通関状況及び保
税蔵置場への搬出状況等を照会する。 

IMF11  輸入便情報照会（AWB） 
輸
入 

到着便単位のＡＷＢ情報を照会する。  

IMF12  輸入便情報照会（HAWB） 
輸
入 

到着便名及びＭＡＷＢ番号単位のＨＡＷＢ情報を照会する。 

ITF  保税運送情報照会 
輸
入 

保税運送申告、包括保税運送承認に係る個別運送または貨物移動情報
登録の情報を照会する。 

IWI  保税蔵置場在庫状況照会 
輸
入 

保税蔵置場に蔵置されている輸入貨物について在庫状況を照会する。  

IOW 搬入状況照会(保税運送貨物） 
輸
入 

保税運送申告（貨物移動情報登録含む）された貨物のうち、運送先保税蔵
置場での搬入確認が未済の貨物を一覧で出力する。 

貨物取扱・照会業務等一覧 



管理資料の取得・再取得 
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 管理統計資料の取出し 
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(ⅰ) 「管理資料情報取出(T)」をクリック 

（ⅱ）取り出したい管理資料をチェックし「取得」をクリック 

定期的に配信される管理資料は、以下の手順で取出します。 

・取出したい管理資料をチェックします 
・チェックをまとめて行いたい場合は、右
クリックしサブメニューを利用します 

各管理資料の名称および配信日につきましては、 
・NACCS掲示板→ NACCS業務仕様・関連資料
に掲載の『管理資料情報配信日一覧』、 
または、 
・NACCS掲示板→ NACCS業務仕様・関連資料
→EDI仕様書に掲載の『付表6-11 民間管理資料
情報一覧 』等をご確認下さい。 

取出した後は「状態」欄が 
「取得済み」に変わります 

・管理資料の保存期間は配信日を
含めて７日間（土日祝日を含む） 
・期間中一度のみ取出し可能 

民間管理資料情報配信日時一覧 
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管理統計資料の再取出し 

管理資料は、以下の手順で再取出しが可能です。 再取出可能期間（62日間）経過後の
再配信は出来ません。取出し可能
期間内に確実に取得して下さい。 (ⅰ) メインメニュー「業務(J)」→「管理資料情報(T)」→「再取出(R)」をクリック 

(ⅱ) 再取出しを行う管理資料を選択し「OK」をクリック 
 
(ⅲ) 選択した管理資料について、過去62日間の配信分が表示

される 
    希望する管理資料にチェックを入れ「取得」をクリック 
 
(ⅳ) 取得済みになることを確認する 

管理資料の再取出しは、配信日を含めて62日間
可能です。 
取出し可能期間内であれば、何度でも行えます。 
出力内容や保存先フォルダについて、通常取出し
で取得した管理資料と、再取出しで取得した管理
資料との間で違いはありません。 



管理資料保存サービス 
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 保税管理資料保存サービス 
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◎保存サービスの概要・利用申込みおよび利用料金 

平成23年4月から、保税管理資料を５年間保存し、オンライン業務（DLH01）によ
り該当する管理資料の必要な期間の取出しを可能とするサービスの提供を開
始しております。 

(※：サービス利用可能業種：「航空会社」、「機用品」、「保税蔵置場」、「CY」） 
サービスを利用するためには、あらかじめ利用申込みをいただく必要がありま
す。ご希望の方はNACCSセンターまでお問合せ下さい。サービスの利用料金
は、 1利用者コード（保税地域１ヶ所）ごとに月額1,000円です。 

◎ オンライン業務（DLH01）の実施方法 

①業務コード「DLH01」にて必要な情報を入力し送信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②DLH01が正常に送信されると、注意喚起メッセージ「W0001」
（受付を完了した。）を出力します。 

③受理された再出力依頼情報は、09:00～18:45の間、10分間隔
で処理されます。(※処理時間外に受理された分は翌朝処理) 

④再出力処理が完了すると、随時報「*C1DH01(随時処理結果
通知情報)」を出力します。 

⑤通常の管理資料取出しと同様に「管理資料情報取出(T)」→
「取得」を行うことで、指定した管理資料を取り出せます。 

管理資料情報名 
出力情報 
コード 

Sea-NACCS 
（週報） 

輸入貨物搬出入データ SBS1400 

貨物取扱等一覧データ SBS1700 

輸入貨物コンテナ関連データ SBS1800 

輸出貨物搬出入データ SBT0200 

輸出貨物コンテナ関連データ SBT0500 

Air-NACCS 
（日報） 

航空輸入貨物搬出入データ ABS6900 

航空輸入貨物取扱等一欄データ ABS7000 

航空輸出貨物取扱等一欄データ ABT6300 

航空輸出貨物搬出入データ ABT6400 

再出力による管理資料 
※「作成日付時刻」が異なっている 

処理区分コード：９（登録） 
管理資料：希望する管理資料の番号 
対象年月日：日報最大31日分,週報最大31週分 
1回のDLH01業務で再出力可能 

約10分後 

00000-0000-0000 
36733 
OK 
6ANAC 
    6 
2012/04/09 
02：18 



第6次NACCSに関するお知らせ 
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共通 
航空 
海上 

第10回 
ＷＧ 

基本 
Ⅳ-3 

海上システムにおける航空貨物の取扱いの廃止（概要） 

・ 海上機能で航空貨物を取扱う機能を廃止し、海上貨物は海上機能で、航空貨物は航空機能で処理することを原則とする。 
 （海上／航空の両機能間で情報連携機能が必要なイレギュラーケースについては、当該機能を提供する。） 

詳細仕様検討結果 

 
  
 
   
 
 
 
 
 
 
 
    

・ ＮＡＣＣＳは、上流～下流まで一連の業務を連携して処理することが大きなメリットであるが、航空貨
物を海上機能で処理することを可能としているため、貨物情報の分断が生じる等、本来のメリットが損なわ
れる状況となっている。 
 
・ 現在、航空機能を導入していない空港地区において航空機能を導入することによって、電子化の進展に
よる事務の効率化やペーパーレス化を図ることができる。 

海上機能で航空貨物を取扱う機能を廃止し、海上貨物は海上機能で、航空貨物は航空機能 
で処理することとする。 
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海上システムにおける航空貨物の取扱いの廃止（概要） 



海上システム 航空システム 

輸出貨物情報登録 
（ＥＣＲ） 海上ｼｽﾃﾑ 

航空ｼｽﾃﾑ 

搬入確認登録 
（ＢＩＣ） 

輸出申告 
（ＥＤＡ／ＥＤＣ） 

搬出確認登録 
（ＢＯＣ） 

個別搬入確認登録 
（ＢＩＩ） 

搭載完了 
（ＣＬＢ／ＣＬＥ） 

 貨物情報が途切れることから、A/L蔵置場にて
改めて貨物に係る全項目を入力。 

■ 航空機に搭載して輸出する貨物を海上システムで輸出申告している場合 

 
貨物情報が一旦
途切れてしまう 

 

現行フロー（輸出） 

◆ 次期 航空貨物は航空システムで輸出申告する 

 海上システムで航空貨物を取扱う機能が廃止されることから、航空貨物をシステムで輸出申告を行うためには保税蔵置場 
 通関業者共に航空システムに参加し、業務を実施する。 

 

A/L（搭載）蔵置場  航空システム参加蔵置場 

航空系 
フォワーダー等 

保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場 

輸出貨物情報登録 
（ＣＤＢ） 

一括搬入確認登録 
（ＢＩＬ） 

輸出申告 
（ＥＤＡ／ＥＤＣ） 

搬出確認登録 
（ＥＸＡ） 

一括搬入確認登録 
（ＢＩＬ） 

搭載 
業務 

航空会社 

次期フロー（輸出） 
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見直し対象となる現行の運用（航空輸出業務） 
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◆ 主だった変更点（「次期NACCS詳細仕様等説明会資料」より一部抜粋） 
 
  第6次NACCSでは以下の項目についても仕様変更を予定しております。 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
  ★ 上記内容は変更点の一部となります。その他詳細につきましてはNACCS掲示板「第6次NACCS 
   情報」にて、ご確認ください。 
 
 
 

              項目（業務）               概要 

スプリット便数の拡大 (現)20便→(次期)30便への変更 

1MAWBあたりのHAWB件数の拡大 (現)3000件→(次期)9999件への変更 

機用品蔵入承認申請業務の海上貨物 
への対応 

現行NACCSでは航空貨物のみ機用品蔵入承認 

申請業務が可能となっているが、次期では海上貨物
も業務の対象となる。 

見本持出し関連業務の見直し 

➀見本持出し許可後に仕分・輸入申告等が行われ
ると、MMO登録が不可となるため、IDA・EDA業務等
の実施時にワーニング表示にて注意喚起を促す。 
②MMC業務実施時、管理資料へ情報を収集し、「許
可取消日」を出力。 
③MMA業務の持出先欄に全角70桁の日本語入力
を可能とする。 
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その他の変更点 



NACCS掲示板の活用 
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◆ NACCS掲示板の活用 
  NACCS掲示板ではNACCSシステムに関するお知らせをはじめ、よくある問い合わせや業務関連資料、 
  講習会資料、第6次NACCSに関する情報など幅広く情報提供を行っております。 
 
 
                                                               
 
 

  ■業務別クイックメニューの提供（2016/9/5～） 
   
  ➡業務分野ごとに「業務仕様書」「よくある問い合わせ」「講習会資料」を一つのページに集約した 
         コンテンツの提供を開始致しました。 
 

  
  ■よくある問い合わせ 
 
      ➡NACCSセンターによくお問い合わせ頂く質問や、エラーコードに対する解決策、詳しい業務フロー 
   を掲載しています。 
 
 

  ■第6次NACCS情報の提供 
 
  ➡平成29年10月に更改を予定している「第6次NACCS」に関する情報をNACCS掲示板で提供して 
         います。 
 
   
 
 
 
 
 
 
   

  http://www.naccscenter.com 
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NACCS掲示板の活用（１） 



※素早く必要とする資料に到達できるように 
「業務別クイックメニュー」ボタンを新設。 

よくある問合せ 
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NACCS掲示板の活用（２） 

直接事務取扱要領にアクセスする場合、
ここをクリック 



※業務フローを先頭に提示し、 
業務単位で業務フローに沿って、 
①講習会資料 
②業務仕様書、③FAQをクイック検索で
きるように資料を配置。 
 
 
 

◯のついた業務コードに関連 
する講習会資料を掲載。 
 
 

税関手続きについては、「電算関係
税関業務事務処理要領を参照 
（リンク設定） 
 
 
 

よくあるお問合せ/参考事例 
航空業務エラーメッセージ集 

よくあるお問合せ事例
参考事例等を掲載 

業務コード集 

NACCS掲示板 「業務別クイックニュー」の新設 
 

「業務別クイックメニュー」の新設で、NACCS掲示板がより使いやすくなりました。 
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NACCS掲示板の活用（３） 

https://www2.naccscenter.com/naccs/dfw/7mmy2ywaw4mi10u1pp37f9k9vfrjr7w0/web/system/err/sea-err.html


NACCS掲示板 6次NACCSに関する情報 
 

・説明会情報 
・各種資料 
・業務仕様書（等） 

ピックアップメニューをクリックすること
で第6次NACCSに関する様々な情報
を得ることが出来ます。 

35 

NACCS掲示板の活用（４） 
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＜本資料に関する問い合わせ先＞ 
 
  輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 
  ソリューション事業推進部 関西事務所 
  電話 06-6446-3812 
    E-mail westjapan@naccs.jp 

問合せ先 


